
(様式）

学校名 三木市立別所認定こども園

1　 学校教育目標 ４　自己評価方法の適切さについての学校関係者評価

２　本年度の重点目標

（１）身近な自然の動植物や小虫に触れる機会を多くもち、直接体験・感動体験を通して、豊かな感性を育てる。

（２）家庭や地域の方にこども園の教育・保育内容を様々な方法で工夫して伝える。

（３）新型コロナウイルス感染症対策を引き続き行いながら、安心した生活が定着するようにする。

３　自己評価結果（達成状況）【　Ａ：達成している　　Ｂ：概ね達成している　　Ｃ：あまり達成していない　　Ｄ：達成していない　】 ５　評価の観点ごとの学校関係者評価

評価の観点 評価項目（取組内容） 取組(達成）の状況 評価 学校自己評価結果及び改善の方策の適切さについての評価

教育課程・指導

・幼保連携型認定こども園教育要領に応じた指
導方法の工夫をする。
・異年齢での遊びや生活を通して社会性を培
う。
・幼児教育と小学校教育の円滑な接続の推進。
・一人ひとりの子どもの内面理解や発達段階を
踏まえた指導内容の工夫をする。　等

・今年度の教育目標に「みんな仲良く！楽しく！」を掲げ、子ど
も同士、先生同士、子どもと先生とが親しみを持ち、信頼関係を
もてるよう努めた。
・コロナ禍でなかなかできていなかった異年齢児交流を計画的に
行い、お互いに思いやりの心や社会性が育っていった。
・研修会に参加し、子ども一人ひとりを大切にする保育教育につ
いて学び、子ども理解に努めた。
・学年会議、乳児会議、幼児会議、全体会議などを密にし、園全
体で子どもたちを見守る体制をとっていった。

A

〇自己評価Aは妥当である。

・コロナ対策も緩和され、交流しやすくなっているのがよい。
・異年齢交流は、こども園ならではの良さである。ふれあえるよ
うになったことは、とても良い。
・就学に向けた年長児の成長はどうであるか。自分よりも年少の
子どもたちへの思いやりができたり、お互いを知り合えているこ
とは良い。
・親しくなるからこそ、トラブルもあるだろうが子ども同士で解
決しようとしたり、許しあったりしているのがよい。

道徳・人権教育

・様々な経験や体験を通して道徳性や規範意識
の芽生えの育成をする。
・身近な自然や動植物に親しみ、命を大切にす
る心の育成を行う。（一鉢栽培の実施など）
・絵本の読み聞かせの実施及び絵本貸し出しの
実施　　等

・人権につながるDVD視聴や講演会など、保護者向けの人権研修
会を行い、保育教諭も参加し、ともに人権意識の向上に努めた。
・年長児が育てているザリガニやクワガタなどと他学年の子ども
たちも触れ合い、命を大切にする心を育てる機会となった。
・季節に応じた野菜を発達年齢に合わせて育て、生長を楽しみに
する姿が見られた。
・保護者にお声かけしたところ希望者があり、たくさんの子ども
たちに絵本を読み聞かせていただき、子どもたちも心温まる時間
となった。

A

〇自己評価Aは妥当である。

・地域の研修には若い方の参加が少ないので、園で保護者の方も
人権研修を受ける機会をもっていることはとても良い。
・自然体験、直接体験を大切にされている。
・生き物の世話をすることで命を感じることができている。先生
方の負担にならない程度で進めていただけたらと思う。
・園で野菜を育てて家庭に持ち帰ることを楽しみにしており、野
菜が好きになった。良い経験をさせてもらっている。

特別支援教育

・支援の必要な園児の情報共有を全職員で行
う。
・一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援を綿
密に行う。
・家庭や専門機関との連携・参観指導（にじい
ろ、ゆらんこ、るーと、各病院　等）を行う。
等

・専門機関と連携し、子ども一人ひとりに応じた支援について学
び、教職員間で情報共有するとともに、必要な支援について共通
理解をしていった。
・保護者のニーズに合わせて専門機関との橋渡しをし、短期・長
期的な支援へと導いていった。

A

〇自己評価Aは妥当である。

・子どもたちに必要な支援や情報について職員間でよく共有でき
ている。
・支援の必要な子どもたちについて、小学校との連携もよくされ
ているのは良いことである。

家庭・地域との
連携

・信頼される園づくりに努める。
・家庭や地域の方々への情報発信の仕方を工夫
する。
・子どもの心の育ちや発達を伝える工夫を行
う。
・ホームページ、園だより、クラスだよりなど
の充実を行う。
・願いを込めたこども園の歌を園と保護者、か
えで会で力を合わせてつくる。　等

・日々のコミュニケーションを大切にし、おしゃべりタイム（個
人懇談）ではじっくりと保護者と話す時間を設けた。
・連絡帳や園だより、クラスだより、ホームページなどでこども
園の様子を発信していった。
・月１回「ほけんだより」を発行し、保護者に健康について関心
をもっていただけるよう配慮した。
・毎日の給食写真の掲示も引き続き行うことで、降園時に親子で
楽しみにされる姿が増えた。
・参観人数・参観方法を工夫して、園での子どもの様子を見てい
ただく機会がもてた。園での教育保育内容を知っていただける場
となった。
・昨年度より計画されていたこども園の歌について、保護者を中
心とした「園歌を作ろうプロジェクト委員会」を立ち上げること
ができた。来年度も引き続き進めていく。

B

〇自己評価Bは妥当である。

・保護者評価の結果や取り組みの内容では、Aでも良いと思われる
が、保護者一人ひとりのニーズ全てに応えるのは難しい。
・「おしゃべりタイム」では、担任とゆっくり話せる時間をもつ
ことができてとても良い。ぜひ来年度も継続させてほしい。
・様々な方法で園での様子を保護者に発信されている。
・「園歌をつくろうプロジェクト」楽しみにしている。コロナ禍
でなかなか集まることができなかったが、委員会が立ち上がった
ことはよい。来年度に期待している。

健康・安全教育
防災教育・コロ
ナ対策

・避難訓練の実施を継続し、様々な時間、場所
などの変化をつけ、より実際に即した訓練とな
るようにする。
・熱中症対策に努める。
・新型コロナ感染症予防の対策を行いつつ、日
常に戻していく。　　　　等

・毎月時間帯を変えて避難訓練を実施し、あらゆる状況を想定し
て訓練することができた。
・夏季には熱中症アラームを設置し、温度・湿度により遊ぶ時間
帯を変えたり、室内に避難したりするなどして熱中症対策を行っ
た。
・感染症対策を行いつつ、異年齢交流や行事参観など日常生活に
少しずつ戻していっている。
・ママれん（保護者による欠席連絡システム）をチェックして、
連絡がなく登園されていない方については必ず連絡を入れて安否
確認をしていった。
・門の開閉の徹底については不十分なときがあった。

B

〇自己評価Bではなく、Aでも良いのではないか。

・大変努力されているため、Aでも良いが、これからも意識を高め
るという意味でB。
・登園確認や欠席連絡について、しっかり安全確認をされてい
る。
・門の開閉については、教職員の人数配置やその時の状況もあ
り、徹底するのは難しいこともあるかと思われる。その後対策を
練られて改善されているので、良いと思われる。
・認定こども園なので、子どもたちの安全のために養護教諭を配
置するのが望ましいのではないか。

〇自己評価方法は適切である。

・保護者アンケートの結果や取り組みの内容は、すべて
A評価であるが、教師の反省を優先し、B評価にしている
項目がある。自己評価が厳しいようにも思うが、そのよ
うな考え方で良いと考える。

・熱中症アラームや熱中症アラートに
留意しながら子どもたちを熱中症から
守り、夏季保育を工夫していく。
・感染症の状況や市の方針に合わせ
て、少しずつ日常生活に戻していく方
法を検討しながら進めていく。
・門の開閉について確認を徹底し、安
全確保に努める。

令和4年度　学校評価　学校関係者評価書

・今後も教職員間での話し合いを充実
し、研修を重ね、子どもたちの発達段
階や興味関心にそった保育教育内容を
考えていく。

改善の方策

・保育教諭、保護者ともに参加できる
人権研修の場を今後も工夫してもつ。
・直接的な感動体験の場を工夫しても
ち、子どもたちの命を大切にしようと
する心を育んでいく。
・積極的に声かけをして、絵本の読み
聞かせの参加者が増えるよう努める。

・今後も関係諸機関との連携を深め、
保護者のニーズに合わせて長期的な支
援へと導いていく。
・引き続き、一人ひとりに必要な支援
や発達状況を全教職員で共通理解でき
るようにしていく。

・今後も園での様子を様々な方法で発
信し、保護者との信頼関係を築いてい
く。
・「園歌を作ろうプロジェクト委員
会」に来年度入園される方にも声をか
け、引き続き進めていく。
・地域との直接的な交流がしにくい状
況ではあったが、展示等を行うことが
できたので、引き続き連携の方法を工
夫していきたい。

（１）心も身体も元気な子　　　　（２）友達を大切にするやさしい子　　　　（３）よく聞き、よく考え自分の思いがはっきり言える子


